
熊除け鈴、防犯ブザー、
反射材付きバッグ、リストバンドの贈呈

　町内で時々出没する熊対策や、事件事故を回避できる
よう、今年も町内の全小中学校新入学児童・生徒へ熊除
け鈴を、さらに小学校新入学児童へ防犯ブザー、反射材
付きバッグ、リストバンドを贈呈しました。
　安心安全で、楽しい学校生活を送ってほしいと思います。
※子供見守り事業は、町民の皆さまからの歳末たすけあい募金が役立てられています。

～子供見守り事業より～

社協だより№102の 3ページ目で川崎第小学校と掲載しましたが、
正しくは川崎小学校になります。 お詫びして訂正いたします。

ご入学
おめでと

うございま
す！

富岡小学校の１年生に、
使用している写真をいただきました。
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令和6年度　川崎町社会福祉協議会 事業計画

【令和6年度実施事業】

重 点事業 １．災害・防災ふくしプログラム講座の拡充
２．地域全体の世代間交流と住民主体の運営体制作り
３．民生委員や関係機関との連携
４．運営の基盤強化、職員の資質向上と連携体制強化

Ⅰ 地域福祉の推進
　いつまでも住み慣れた町で生活を続けるためには、世代を問わない地域住民の方の協力をはじめ、行政、福祉、
ボランティアとの連携を強化し、一体的に社会福祉に取り組んでいくことが重要です。また、地域福祉活動計画
に沿った事業の展開を図り、実効性のある計画の推進を目指していきます。

　地域住民と関係機関・ボラン
ティア団体等の協働による支え
合い事業の推進を目的にネット
ワークの構築を図り、関係団体
等と連携しながら各種事業の展
開を図ります。

　  地域福祉ネットワーク事業１

　生活上の困りごとや、ニーズに対応するため、公的な
制度では補えない制度の狭間において支援ができるよ
う、事業の企画推進を図ります。

　  地域福祉型福祉サービス事業５

　一人暮らし高齢者、高
齢者世帯、障がい者世
帯、また、生活困窮者や
災害に遭われた方への支
援を図りながら、「誰も
が安心して暮らせる地域
づくり」を目指した地域
福祉の向上に努めます。

　  当事者等支援事業７

　ボランティアセンターでは、ボランティアに関する各
種相談、活動調整、ボランティア団体等との連携、情報
発信提供、人材育成など、ボランティア活動の基盤整備
を図りながら事業の展開に努めます。また、災害時にお
いての災害ボランティアセンター運営や、職員派遣を行
い被災地社協の支援にあたります。

　  ボランティアセンター事業２

　町受託事業の在宅福祉サービスの円滑な提供に努めま
す。また、高齢者サービスのほか、児童の健全育成の場
となる放課後児童教室を運営し、子どもから高齢者まで
広くサービスを提供します。

　  町受託事業6

災害・防災に関する出前講座の災害・防災に関する出前講座の
開催（随時）開催（随時）

一人暮らし高齢者の方支援一人暮らし高齢者の方支援
（ほのぼの会）（ほのぼの会）

　誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる地域づくり
のために、地域の中の生活
課題や福祉ニーズを把握す
るとともに解決できる体制
づくりを行えるよう、民生
委員や地域包括センターと
連携し、ネットワーク事業
の展開に努めます。

　  見守り支援ネットワーク事業４

小中学校朝の声がけ運動小中学校朝の声がけ運動

　「ふだんの　くらしの　しあわせ」とは、何か？キャッ
プハンディ体験では障がいのある方に対して思いやる気
持ちや気づきを育み、ボランティアサマーフェスタや地
域指定福祉教育推進事業等の世代間交流においては、
様々な出会いやふれあい
を体験し、防災教育につ
いては毎年起きる災害に
対して、知識や技術を学
び、災害時に生き抜く
力、協力する大切さを養
うことを目的に事業の展
開に努めていきます。

　  福祉教育推進事業３

福祉体験学習福祉体験学習
（盲導犬とのふれあい）（盲導犬とのふれあい）

サロン活動の推進…地域交流や生きがいづくり（随時相談）、サロン活動の推進…地域交流や生きがいづくり（随時相談）、
サロンへの訪問、レクリエーション出前サロンへの訪問、レクリエーション出前
講座の開催。友の会での活動（月１回）講座の開催。友の会での活動（月１回）

ボランティアフェスティバルのボランティアフェスティバルの
開催（年１回）開催（年１回）

１．地域福祉推進事業
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　社会福祉法その他の関係法令等を遵守し、法人の適正な運営と透明性の向上に努めます。

Ⅲ 法人運営体制の整備

　組織の円滑な運営と各種事業の適正な経営管理に努め
ます。
　また、地域福祉活動計画を実施しより充実した福祉活
動の展開につなげます。

　  社協組織の強化１
　職員の効率的な配置や業務分担の見直しを行うととも
に、定期的な研修会等を開催しながら職員の資質向上を
図っていきます。

　  職員体制の整備と資質向上２

１．社協基盤の充実・強化

　介護や医療が必要となっても、これまでどおり住み慣れた地域（生活の場）で生活を続けたい、という意思を
尊重した利用者主体の介護サービスの提供に向けて、事業所としての専門性や資質の向上に努め、主治医や医療
系サービスとの連携を図ります。

Ⅱ 在宅福祉サービスの推進

　介護を必要とする高齢者などに対して、日常生活全般
の状況及び要望を踏まえて自立した生活を営むことがで
きるよう、入浴・排泄・食事の介助、その他生活全般に
わたる援助を行います。

　  訪問介護・予防訪問介護事業２
　高齢者が住み慣れた地域で暮らしていくために要介護
認定を受けた方のケアプランを作成し、可能な限り在宅
において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営
むことができるよう支援します。

　  居宅介護支援事業１

　介護を必要とする高齢者などに対して、必要な日常生活上の介護や機能訓練
を行うことにより、利用者の心身機能の維持を援助します。また、介護者の身
体的・精神的負担の軽減を図りながらサービスの提供を行います。

　  通所介護・予防通所介護事業３

１．介護保険事業の推進

　赤い羽根共同募金運動や歳末たすけあい募金運動など
の募金運動の啓発と募金活動の展開を図ります。また、
募金実績によって配分される共同募金配分金により地域
福祉の向上を図ります。

　  共同募金委員会事業８
　様々な福祉団体と連携し地域福祉の向上を図る。ま
た、福祉団体の事務局も担い、団体活動の支援と育成に
努めます。

　  福祉関係機関・団体との連携９

　地域での課題やニーズの掘り起こし等、地域の実情を把握するため調査を行
い、地域福祉の推進を図ります。

　  調査研究事業１０

　認知症や知的障がい、精神障がいなどによって物事を
判断する能力が十分でない方の保護と権利を守るため、
成年後見制度の普及、推進を図ります。

　  法人後見事業３

　苦情解決の責任者及び受付担当者を置き、中立公正な第三者委員とともに、
提供するサービスについて、利用者からの苦情の適切な解決に努めます。

　  苦情受付・解決窓口の開設５

　誰もが気軽に来所できる心配事相談所として、住民の
様々な生活相談に応じ、身近な相談窓口に努めます。

　  生活相談運営事業２

　低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯等の経済的自
立と生活意欲の助長促進のために、安定した生活が図ら
れることを支援するため、必要な資金の貸付を行います。

　  各種福祉資金の貸付事業４

　認知症などにより判断能力が不十分な方の金銭管理等
を行い、地域において安心して生活を送ることができる
よう支援を行います。

　  日常生活自立支援事業（まもりーぶ事業）１

２．福祉サービス利用援助事業
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令和５年度 社会福祉事業会計決算報告

令和6年度 社会福祉事業会計予算

会費
2,718,000 円
1.4％

会費
2,738,000 円
1.2%

寄附金
200,000 円
0.1%

経常経費補助金
25,778,000 円
11.6%

事務費
9,926,000 円
4.5%

事業費
21,906,000 円

9.9%

人件費
172,644,000 円

77.8%

負担金
130,000 円
0.1%

その他
10,000 円
0.005%

積立資産
18,000 円
0.01%

拠点区分繰入金
2,148,000 円
1.0%

サービス区分間
繰入金

4,221,000 円
1.9%

その他の
活動による
6,151,000 円
2.8%

予備費
300,000 円
0.1%

貸付事業
200,000 円
0.1%

1年以内返済予定
リース債務返済
2,936,000 円
1.3%

固定資産取得
0円
0%

生活安定
貸付事業
201,000 円
0.1%

受託金
46,050,000 円
20.7%

事業収入
120,000 円
0.1%

介護保険事業
116,147,000 円

52.3%障害福祉サービス
等事業
12,000 円
0.01%

その他
301,000 円
0.1% 積立資産取崩

24,009,000 円
10.8%

拠点区分繰入金
2,148,000 円
1.0%

サービス区分間繰入金
4,221,000 円
1.9%

ファイナンス・リース
債務の返済
1,801,520 円
0.9％

積立資産
3,343 円
0.002％

その他の活動による
6,307,200 円
3.2％

人件費
156,909,767 円

79.6％

事業費
21,011,210 円
10.7％

固定資産取得
627,000 円
0.3％

その他
151,080 円
0.1％

負担金
87,023 円
0.04％

助成金
468,000 円
0.2％

共同募金
配分金事業費
826,465 円
0.4％

事務費
8,873,069 円
4.5％

経常経費補助金
18,576,610 円

9.4％

受託金
43,764,435 円
22.2％

介護保険事業
94,131,198 円
47.8％

障害福祉
サービス等事業

0円
0％

その他の活動
864,540 円
0.4％

その他
401,670 円
0.2％

受取利息
配当金
4,310 円
0.002％

積立資産取崩
36,092,000 円
18.3％

寄附金
452,976 円
0.2％

収入
197,058,439円

収入
221,946,000円

支出
221,946,000円

197,065,677円
支出

当期末支払資金残高 194,932,705 円

　事業収入
52,700 円
0.027％

助成金
468,000 円
0.2%

共同募金
配分金事業
888,000 円
0.4%

受取利息
配当金
21,000 円
0.01%
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　3月14日、ほのぼの会を開催しました。
　当日は宮城県土木部建築宅地課の大沼様、佐藤様を講師にお招きして、「急ごう! わが家の地震対
策」と題して、地震に備えた耐震の方法や、制度等の講義をいただきました。また、参加者同士で災害
に関する備え等を話し合っていただき、災害に対する知識と意識を高めました。今年度もほのぼの会
では、日帰り旅行や会食会を開催する予定ですので、一人暮らし高齢者の方はぜひご参加ください。

　届いた手紙やハガキなど、使用済みの切手はお
手元にございませんか？
　使用済み切手は、知力ハンディキャップを持つ
方々の自立支援活動に役立てられています。

ほのぼの会を開催しました！！ほのぼの会を開催しました！！

使用済み切手が
　生まれ
　　変わります!！

使用済み切手が
　生まれ
　　変わります!！

封筒やハガキに貼られ
た使用済み切手を、周
囲5mm～1cmくらい
の余白を残して切り取
り、川崎町社会福祉協議
会にお送りください。

集まった使用済み切手
は、知力ハンディキャップ
を持つ方の自立支援活
動をされている【NPO法
人誕生日ありがとう運動
本部】へ寄贈します。

知力ハンディキャップを
持つ皆さんで切手をは
がす作業をされ、商品化
されています。
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　ボランティア友の会では、毎月一人暮らし高齢者の方を対象に気軽に集まり交流ができる場、
お茶っこ飲み会を開催しています。健康のために体を動かしたり、簡単な手工芸をしたりして
おりますので、ぜひご参加ください。

ボランティア友の会ボランティア友の会

　川崎町ボランティア友の会では、会員になりたい方を、随時募集しています。
　活動内容としては、月一回のお茶っこ飲み会の開催や、町、福祉団体の行事への協力、災害
発生時のボランティア等があります。
　皆さんのできる範囲で活動をしていただいておりますので、ご興味のある方がいましたら、
お気軽にご連絡ください。

ボランティア友の会員募集！！ボランティア友の会員募集！！

　6 月 1 日に、川崎町の資源をいかす会主催の、釜房ダムのゴミ拾いに、友の会員 3 名で参加
してきました。 当日は雨の中での活動となりましたが、参加者で協力してゴミを集めました。 
　空き缶やペットボトルだけでなく、タイヤやパイプ等も捨てられていました。 
　これからもお互いに協力をしあいながら、活動していければと思います。

こんなものも
捨てられていました

4月　鯉のぼり･かぶと作り 5月　ピアノ演奏 6月　グラウンドゴルフ

お問い合わせは…ボランティア友の会事務局 (社協内 )まで！！
TEL ８５－１２２２

お問い合わせは…ボランティア友の会事務局 (社協内 )まで！！
TEL ８５－１２２２
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の
ご協力をお願いいたします。
川崎町社会福祉協議会会費納入川崎町社会福祉協議会会費納入川崎町社会福祉協議会会費納入令和

6年度

～地域福祉事業は、
　　　　　皆さまの会費により支えられています。～

　川崎町社会福祉協議会は、「誰もが安心していきいきと暮らせるまちづくり」を
目指して、地域住民の皆さまをはじめ、民生委員・児童委員、ボランティア団体等、
関係機関との連携、行政と協力しながら事業を展開しております。
　皆さまからの会費は、地域福祉事業、福祉教育事業、ボランティア活動推進など
を支える貴重な財源として活用させていただきます。
　つきましては、今年も地域の皆さまのあたたかいご協力によりまして福祉の輪が
大きく広がるよう会員会費のご協力について、よろしくお願い申し上げます。

一般会費

賛助会費

1,000円

3,000円

会員会費（年額）

川崎町社会福祉協議会
TEL.85-1222

川崎町社会福祉協議会
TEL.85-1222お問い合わせ 事前予約制となっております。

日常生活上の心配事や悩み事を相談できる身近な相談所を
開設しております。生活相談員が親身になって相談に応じます｡

生活相談所
のお知らせ

●相談日／毎週水曜日（祝日は休み）
●時　間／10：00～12：00
●場　所／川崎町健康福祉センター

生活相談員の紹介

●追木 三郎
　84-2705

●大沼 まき子
　090-7071-4999

●大宮 うめ子
　84-5181

みやぎ地域福祉
サポートセンターまもりーぶまもりーぶ

 　
 

仙南地域福祉サポートセンター TEL.86-3811
川崎町社会福祉協議会 TEL.85-1222

お問い合わせ

まもりーぶは「まもる」と
「びりーぶ」（信じる）を
組み合わせた愛称です。

●福祉サービス利用のお手伝い
●日常的な金銭管理のお手伝い
●書類のお預かり

●基本料金……………………1ヶ月／700円
●サービス料金………………30分／500円
●お預かりサービス…………1ヶ月／300円
●サービス提供に係る旅費…キロ数に応じて

してくれるの？
契約によりサービスの
提供を行います。

利用料金
※サービス料金は減免に
　なる場合があります。

どんなことを　在宅の認知症高齢者や、知的
障がい・精神障がいのある方で、
自分に必要な福祉サービスを選ん
だり、利用するための契約を結ん
だり、利用料等の支払いをするこ
とが一人ではできない（自信がな
い）方のご相談に応じ、暮らしの
サポートをしています。
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　夏の一大イベントであるボランティアサマーフェスタを、今年
も開催します。昨年は３年ぶりの開催となりましたが、多くの方
に来場いただきました。今年は昨年以上に盛り上がる祭りにし
ていきたいと思います。
　また、24時間テレビ「愛は地球を救う」募金も受け付けます。
　多くの方の参加をお待ちしておりますので、よろしくお願いいたします。

日　　時：令和 6年 8月31日（土）10:00 ～ 15:00
場　　所：川崎町健康福祉センター
内　　容：・チャリティーバザー
　　　　　 ・フリーマーケット
　　　　　 ・遊び・ゲームコーナー
　　　　　   （射的、くじ引き、スーパーボールすくい 他）
　　　　　 ・ボランティア友の会コーナー（バザー）
　　　　　 ・24時間テレビ『愛は地球を救う』
　　　　　　募金・グッズ販売コーナー
　　　　　 ・のど自慢大会
　　　　　 ・ふれあいコンサート
　　　　　　（川崎中学校吹奏楽部）
　　　　　 ・ニジマス焼きコーナー
　　　　　 ・人権擁護コーナー
　　　　　 ・デイサービスコーナー
　　　　　 ・ローソン川内店移動販売
　　　　　 ・地域おこし協力隊販売
　　　　　 ・お楽しみビンゴ大会

ボランティアサマーフェスタ
'24開催のお知らせ
ボランティアサマーフェスタ
'24開催のお知らせ

のど自慢大会出場者募集
先着5名様まで

※曲目はこちらで用意した中から選んでいただきます。
　（歌謡曲なので40代以上向けになります）

〆切：7月25日㈭まで 申込先：85-1222
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